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研究成果の概要（和文）：　自閉症スペクトラムの大学生の大学生活への適応を支援するために、適応評価尺度
を開発した。本尺度は、援助者が学生の状況を包括的に評価するための評価尺度であり、修学上の困難、対人関
係の困難、課外活動等の困難、日常生活上の困難、精神症状、行動上の問題、ソーシャルサポート状況、ストレ
ス対処状況、衝動性の程度といった項目からなる。学生と共有することで自分自身の状況を視覚的に把握できる
というメリットもある。
　また、学生の不適応問題の実態を調査し、それをもとに、適応支援プログラムを開発した。プログラムはコミ
ュニケーションスキルトレーニング、問題解決技法、感情コントロールを取り入れたスキルトレーニングであ
る。

研究成果の概要（英文）：We developed an adaptation scale to support university students with autism 
spectrum disorder. This scale is an evaluation scale for supporters to comprehensively evaluate the 
student's situation,This scale consists of items such as learning difficulties, interpersonal 
relationship difficulties, extracurricular activities difficulties, daily life difficulties, 
psychiatric symptoms, behavioral problems, social support status, stress coping status, and degree 
of impulsivity. Sharing with students also has the advantage of being able to visually grasp your 
own situation.
In addition, we investigated the actual situation of student maladaptation problems and developed an
 adaptation support program based on it. The program is skill training that incorporates 
communication skill training, problem-solving techniques, and emotional control. 

研究分野： 精神医学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　大学生の適応評価尺度は，学生生活全般にわたって多面的に評価できるものであり，支援者と学生本人が客観
的に状況を共有できるため，学生支援にとって有益なものとなる。
　またコミュニケーション困難などの特性のために，対人関係問題や不登校，抑うつなどの不適応問題を予防す
るための，コミュニケーションスキルトレーニング等を取り入れた適応支援プログラムを活用することで，学生
生活への適応を促進し，社会で生き抜く力を育むことに貢献できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 近年、成人の自閉症スペクトラム（ASD）が急増している。成人の ASD の有病率は 2007 年
の英国の調査ではじめて約 1％であると報告された 1)が、多くは未診断で、合併症（二次障害）
も未治療のままであることがわかった。神尾 2)は、二次障害の的確な診断と治療、対人コミュニ
ケーションの改善への早期からの介入、ニーズにあった支援が重要であると述べている。ASD
学生はコミュニケーション困難やソーシャルスキル不足、衝動性の高さ等から様々なトラブル
や自殺関連問題のリスクが高い。日本学生支援機構による「大学等における学生支援の取組状況
に関する調査（平成 25 年度）によると、「学生に対する事件・事故の防止等に関する対応が困難
な事項」としてメンタルヘルス問題をあげた大学が 41.8%と最も多く、併存精神障害の問題の大
きさが示唆されている。2016 年 4 月から障害者差別解消法により、発達障害等障害学生に対し
て、合理的配慮を行うことが義務化された。合理的配慮の決定に当たっては、学生の申出が必ず
しも本質的なニーズとは限らず、専門的な見地からのアセスメントが重要である。そのためには、
現実の大学生活にそった、総合的評価法の開発と支援プログラムの開発が重要である。 
 私たち 3-7)も，大学生の ASD について，思春期の自己同一性の問題が出現する時期であり，大
学入学といった環境変化等が，二次障害発現のリスクとなることを報告した。ASD のコミュニ
ケーションスキルの困難さや衝動性の高さが自殺関連行動や事件事故のリスクとの関連がある
とも報告した。自殺や問題行動を防ぐためには、コミュニケーションや感情コントロール、問題
解決等の適切なスキルを持つことが重要であると考えた。小児に対するスキルトレーニングは
報告があるが、大学生に特化したトレーニングの報告はない。大学生活の具体的な場面にそった、
スキルトレーニングを行うことに意義がある。平成 28 年 4 月からの合理的配慮の義務化によ
り、「評価と適切な支援をどう行うか？」が全国の大学で問題となっていることに着目した。ASD
は個体差が大きく、二次障害や場面・環境によって適応度は変化する。他面的な視点からの総合
的評価法と支援プログラムは、これまでの研究結果を基に開発できると考えた。さらに本研究の
成果を全国の大学生支援に応用していく。 
 
 
２．研究の目的 
近年成人の自閉症スペクトラム（ASD）が急増しており、不適応や二次障害の予防が急務

である。私たちは大学生の ASD の二次障害に注目し、早期の適切な対応が、不適応や自殺
予防につながることを報告してきた。その結果をふまえ、高等教育機関で ASD の適切な支
援はどうあるべきか？という問題に着目し、社会に出て行く最終教育機関として、ASD 学
生の支援プログラムを実施し社会で生き抜く力を育むことを目的とした。本研究で支援の
基本となる総合的評価法と支援プログラムを連動させた開発は我が国で報告はなく、高い
独創性がある。支援プログラムの有効性が確認されると、二次障害の予防対策として臨床
的・学術的にも意義があり、社会貢献ができる。 
 
 
３．研究の方法 
I. 総合的評価法の開発 
 総合的評価法を作成する。評価法は、１）学生生活全般における適応度、２）併存症の有無と
重症度、３）レジリエンス評価、４）社会的支援の有無と程度を含む。  
１）学生生活全般における適応度については、 

・ 修学上の場面：履修登録、授業出席、質疑応答、課題提出、グループワーク、実験実習、
発表場面、研究室、卒論修論など 

・ 日常生活：一人暮らしであれば家事、各種手続きなど 
・ 対人関係：プライベートな友人、同級生、先輩後輩、教職員など 
・ 課外活動：部活やサークル活動など 
・ 就職活動：自己分析、エントリーシート、面接、グループディスカッションなど 

 困難を感じる場面を抽出し、段階的に評価する。困難場面の設定は、すでに臨床面接場面で得 
られた ASD 学生自身の困りごとの多い項目から抽出している。項目については、評価者間のバイ
アスを避けるため、臨床経験を積んだ精神科医等５名以上で会議を重ね、決定する。 

2）併存症の有無と重症度：精神科医が評価し、重症度は日常生活や学生生活への影響により段
階的に評価する。 
3）レジリエンス評価：未来志向性、認知柔軟性、感情の調整力、忍耐力、興味関心の多様性、
過去の逆境からの回復過程、問題解決能力などから評価する。 
4）社会的支援評価：相談相手の有無、これまで受けてきた社会的支援、家族の柔軟性、教職員
の支援、その他相談機関の利用などから評価する。 
5）強みの評価：得意であると自覚している点や優れている点について評価する。 
 
II. 支援プログラムの開発 
 グループで行うプログラムとして開発する。これまで私たちは広島大学病院で摂食障害患者



を対象としてシステム化したグループ治療を実施し、有効性が確認している。摂食障害と ASD
は認知特性等の共通点が多いため、その方法をさらに ASD 学生に適合する方法に改良し、感情
コントロール（衝動性の制御）を加えて作成する。 
 具体的な内容：セッション 1）グループへの導入とウォーミングアップ，2〜4）大学生活上の
具体的なコミュニケーション方法についてのソーシャルスキルトレーニング，5, 6）困難が予想
されうる具体的な場面を検討する（問題予測のトレーニング）、困難な場面における問題解決技
法、ソーシャルスキルトレーニング， 7〜9）感情コントロールスキルトレーニング, 10）今後に
向けたセルフトレーニングセッションで構成される。 
 
 
４．研究成果 
 
（1）適応評価尺度の開発 
 発達障害の大学学部生 62 名の相談記録から、学生自身が自ら面接内で語った、困っている場
面や状況の抽出、2）来談した教職員が、 問題として語った情報、3）出現した問題行動や精神
症状をレトロスペクティブに検討した内容、これらの情報をもとに、適応評価尺度のための評
価項目を作成した（図 1-8）。 
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大学生活の困りごと，精神症状や対処行動，ソーシャルサポートなどを評価する上記のツールは，
１）総合的に評価できる，２）支援者が共通の理解を持つ，３）困難な領域を視覚的にとらえる，
４）変化が把握できる，といった点で有用であると思われた。 
 
（２）適応支援プログラムの開発 
 自閉症スペクトラム学生にとって，コミュニケーション困難などが不適応につながる可能性
がある。私たちは，自閉症スペクトラム学生 77 名の不適応問題を調査し，抑うつ，自殺関連問
題，対人トラブルが相互の関連していることがわかった（図９）。 
 
不適応予防のための適応支援プログラムとして，感情コントロール，ストレスコーピング，問

題解決，コミュニケーションスキルトレーニングを取り入れた適応支援プログラムを作成した。
スキルトレーニングはクローズドのグループ形式で行う。60〜90 分を１セッションとして 10 回
を１シリーズとする。内容は，１）グループへの導入，２）コミュニケーション場面の設定と評
価，３）具体的場面のコミュニケーショントレーニング，４）問題解決法を用いたトレーニング，
５）感情コントロールのトレーニング，６）セルフトレーニングへの導入，という６つからなる。 
 
１）グループへの導入：「小さなグループを体験しよう」 
 対人関係が苦手な学生が多いため，自己紹介フォーマットを作成し，それに沿って進めること
する。集団場面に慣れ，双方向のコミュニケーション体験を積むことを主目的とする。何か一つ
質問を受けて答える場面を作る。話題作りのポイントについて説明する。 
２）コミュニケーション場面の設定と評価：「コミュ場面について考えよう」 
 普段の大学生活の中で，コミュニケーションが必要となる場面を探索し，苦手レベルを評価し
ていく（苦手場面探索シートを使用する）。自分で評価することで，主体性を持って取り組むと
いう感覚を養う。また，他のメンバーも同じように苦手場面があることを知り安心感をもてるよ
うに支援する。 
３）具体的場面のコミュニケーションスキルトレーニング：「チャレンジタイム」 
 簡単な実際的な場面から開始する。コミュニケーション場面探索ワークシートを使用する。探
索ワークシートは，宿題として，場面をできるだけ具体的に記載し，発表する。他メンバーやス
タッフが助言をもとに，今後，同様の場面ではどんなことに注意したらよいか，検討する。 
 簡単な場面から開始し，それがうまくできることで自信をつけていく。簡単なものから段階的
に行っていくため，４〜５セッションを費やすことも可能とする。 
４）問題解決法を用いた現実問題の取り組み：「Problem Solving」 
 a)問題の同定：困りごとは何か？ b)目標選択：どうしたいか？ c）手段の提案：何ができ
るか？ d）結果の検討：手段の決定：私の決断は何か？ e）実行：やってみて，どうだったか？ 
f）評価：どこがうまく行ったか？ から構成される。手段の提案については，グループである
ことのメリットを生かし，ブレインストーミングを使ってできるだけ多くの手段を見つけてい
く。実行するためには，スタッフから動機づけを高める介入が必要となる。 
５）感情コントロールのトレーニング：「感情を知り，コントロールしよう」 
 感情の同定は，a）どんな感情を持つか：質を考える，b）どれくらいの感情なのか：量を考え
る，c）状況に沿ったものであるか：妥当性を考える，と行った３つからなる。できごと（刺激），
認知，感情・行動のパターンについて説明する。思考フローチャートを作成し，どのような感情
の連鎖になっているか，具体的に記載していく。思考記録表の作成を推奨する。 
６）セルフトレーニングへの導入：「自分でもやってみよう」 
 これまでのトレーニングをまとめ，ふりかえり，一人でできる方法を伝える。 
今後予想される困難場面（リスク）にどう備えるかを考える。 
 今後は，作成したプログラムの効果検証を行う予定である。 
 
(3)  ASD 学生に併存する問題について 



 ASD 学生 77 例（男性 55 例，女性 22 例）を対象に，不適応問題について調査した。 
 自殺関連問題と抑うつを呈した例が，自殺関連問題のない例と比較して有意に多かった。対人
関係トラブルを抱え，抑うつを呈した例は，トラブル問題のない例と比較して有意に高かった。 
  抑うつなどの精神症状や不登校，トラブルが起こった時に治療的対応や支援を行うことが，状
況の悪化を防ぐことができる。さらに，予防的対処として，衝動コントロールやコミュニケーシ
ョンスキルの獲得，ストレス対処スキルの獲得への支援が重要であると思われた。 
 
 また，摂食障害を併存した ASD 学生の生きづらさについて報告 10)した。ASD 女性はある程
度のソーシャルスキルを身につけており，行動上の問題が少ないがために支援が遅れる可
能性があり，青年期になって摂食障害として発症する例も多いことが推測される。また，障
害学生支援については，平成 28 年 4 月に障害者差別解消法の合理的配慮規定等が施行され，
修学上の支援が充実されつつある。近年発達障害とともに精神障害の配慮申請が増加して
いる。摂食障害学生は，自ら支援を求めることが少ないとも思われる。医療者から，必要時
は支援の利用を勧めることが，学生生活の不適応の予防につながる可能性があると思われ
た。 
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